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三
年
連
続
無
台
風
の
夢
が
無
惨

に
も
破
れ
て
し
か
も
一
年
の
中

に
五
号
十
三
号
十
二
号
十
五
号

と
四
度
の
台
風
が
逆
に
連
続
来

襲
し
本
村
は
じ
ま
っ
て
以
来
未

　
　
　
　
　
　
　
曽
有
の
大
惨

　
　
　
　
　
　
　
害
を
も
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
す
結
果
と
な

　
　
　
　
　
　
　
つ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
．
終

　
　
　
　
　
　
　
戦
後
連
年
の

　
　
　
　
　
　
　
台
風
で
少
し

　
　
　
　
　
　
　
は
自
信
の
出

　
　
　
　
　
　
　
来
て
い
た
心

　
　
　
　
　
　
　
構
え
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
が
斯

　
　
　
　
　
　
　
る
惨
状
を
み

　
　
　
　
　
　
　
て
は
全
く
自

　
　
　
　
　
　
　
失
拮
然
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
ざ
る
を
得
な

　
　
　
　
　
　
　
い
の
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
懐
す
。
今
更

　
　
　
　
　
　
　
運
命
の
悪
戯

　
　
　
　
　
　
　
に
長
歎
息
を

　
　
　
　
　
　
　
発
す
る
許
り

　
　
　
　
　
　
　
で
村
民
の
皆

　
　
　
　
　
　
　
撤
に
対
し
心

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
御
見
舞

　
　
　
　
　
　
　
を
申
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
次
第
で
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
本
年
宮
崎
県

　
　
　
　
　
　
　
の
台
風
被
害

　
　
　
　
　
　
　
は
三
百
四
王

　
　
　
　
　
　
　
億
円
の
巨
額

　
　
　
　
　
　
　
に
達
し
本
村

　
　
　
　
　
　
　
に
於
て
も
二

　
　
　
　
　
　
　
億
三
千
八
百

　
　
　
　
　
　
　
拾
万
円
と
云

　
　
　
　
　
　
　
ふ
莫
大
な
金

　
　
　
　
　
　
　
額
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
い
て
こ
の
内

　
　
　
　
　
　
　
訳
は
別
表
の

　
　
　
　
　
　
　
通
り
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

被
餐
額
の
最
も
大
き
い
も
の
は

轟
蔓
物
で
就
中
水
稲
の
被
害
は
・

・
激
苗
を
纏
め
早
甲
晩
生
の
水
稲

雛
隠
範
そ
れ
翻
驚
姐
に
あ
っ
た

為
斯
様
な
惨
害
と
な
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

今
年
は
当
初
か
ら
天
候
異
変
で

災
害
以
前
は
約
九
十
日
問
中
晴

天
の
日
が
僅
か
に
拾
数
日
で
連

日
の
長
雨
に
よ
り
作
物
の
生
育

に
も
土
木
耕
地
に
も
色
々
な
被

害
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

り
ま
す
。
然
し
、
四
度
の
台
風

来
襲
を
誰
が
予
想
し
た
で
し
ょ

う
か
、
今
度
の
台
風
は
立
ち
あ

が
る
暇
も
な
い
連
続
来
襲
で
特

に
山
間
に
は
降
雨
量
が
多
く
各

河
川
の
増
水
氾
濫
が
著
し
く
昭

和
十
八
年
以
来
は
じ
め
て
住
宅

に
於
て
流
失
五
戸
浸
水
一
五
九

戸
非
住
家
に
出
て
流
失
三
戸
浸

水
一
二
〇
戸
と
云
う
特
異
な
現

象
が
あ
っ
て
水
稲
に
於
て
は
七

割
に
達
す
る
滅
収
と
魯
っ
て
い

ま
す
。
其
他
秋
蒔
疏
菜
及
び
ソ

バ
等
雑
穀
が
全
滅
す
る
と
云
う

，
満
っ
て
な
い
状
態
と
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
惨
状
の
中
に
あ
っ
て

何
時
ま
で
も
一
口
自
失
し
長
歎

息
し
て
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
り

ま
し
て
村
に
於
て
は
直
ち
に
緊

急
村
会
を
招
集
し
そ
の
復
旧
対

策
を
樹
立
す
る
と
共
に
区
長
組

合
長
会
を
開
催
し
て
そ
の
企
図

を
徹
底
せ
し
め
る
こ
と
～
し
応

急
緊
急
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
郡
県
の
段
階
と
連
絡
協
調

し
全
県
一
致
の
方
針
で
こ
の
対

策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
村

民
各
位
に
於
か
れ
て
も
夫
々
の

分
野
に
最
善
の
努
力
を
傾
注
し

復
旧
の
一
日
も
早
や
か
ち
ん
こ

と
を
翼
っ
て
止
ま
な
い
次
第
で

あ
り
ま
す
。
以
下
村
に
於
て
講
．

じ
つ
、
あ
る
復
旧
対
策
に
つ
き

経
過
並
に
方
針
の
概
要
を
述
べ

る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

1
、
被
害
の
徹
底
的
調
査

．
復
旧
対
策
の
根
本
を
な
す
の

　
で
あ
う
て
村
民
各
位
の
協
力

　
が
な
け
れ
ば
完
全
な
調
査
は

　
出
来
な
い
。
特
に
水
稲
の
被

　
害
山
林
の
被
害
等
は
調
査
が

．
困
難
で
あ
る
の
で
一
層
の
協

　
力
が
望
ま
し
い
。

2
、
災
害
救
助
法
の
適
用

　
今
回
は
全
県
下
に
こ
の
法
の

　
適
用
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

　
の
で
法
の
運
用
に
遺
憾
な
き

　
を
期
す
る
。
，

3
、
郡
、
県
（
国
に
対
し
報
告

　
及
び
陳
情
助
成
の
確
保

　
災
害
速
轍
で
報
告
す
る
と
共

　
に
村
並
に
議
会
協
力
し
代
表

　
が
数
次
に
亘
っ
て
陳
情
助
成

　
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
。

4
、
食
糧
の
掃
給
計
劃
の
樹
立

逡
　
関
係
方
面
と
連
絡
し
て
食
糧

　
の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
公

　
正
な
需
給
推
進
を
図
り
た

　
い
。
、

5
、
秋
蒔
疏
菜
の
増
産
奨
励

　
馬
鈴
薯
碗
豆
其
他
秋
蒔
疏
菜

．
の
増
産
を
図
り
た
い
。

6
、
層
麦
類
の
増
産
（
自
給
肥
料
．

　
の
増
産
）

　
自
給
食
糧
の
確
保
は
麦
類
の

　
増
産
に
か
、
つ
て
い
る
が
本

　
年
は
こ
れ
が
一
大
増
産
を
図

・
る
為
自
給
肥
料
の
積
極
的
な

　
増
産
を
図
る
。

7
、
林
産
物
の
増
産

　
災
害
復
旧
事
業
の
促
進
に
よ

　
り
経
済
収
入
を
図
る
こ
と
は

　
勿
論
本
樹
の
実
情
か
ら
み
て

9

　
に
於
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る

　
が
村
民
の
煽
力
が
望
ま
し

　
い
。
助
成
に
し
て
も
同
様
で

　
出
来
る
限
り
の
助
成
を
考
慮

　
し
て
い
る
が
限
り
あ
る
財
源

　
で
は
仲
々
困
難
で
あ
る
。

1
1
、
農
協
振
興
対
策
の
樹
立

－
今
度
の
災
害
が
農
協
に
与
え

　
る
影
響
は
深
刻
な
も
の
が
あ

　
る
速
か
に
振
興
計
画
を
樹
立

　
し
て
真
に
経
済
中
枢
機
関
と

慧
態
瀬
踏
蘭
．
」
遍
、
臼
砿
鷹
，
脇
櫓
・
り
慣
耀
纏
、
一
．
螺
謬
履
環
瀧
博
覧
．
噛
、
彊
磯
嫉
蠣
三
門
遷
麟

「

愛村の情熟を燃やしで復旧につとめよう

　
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
様

　
関
係
者
の
努
力
を
要
望
す
る

　
と
共
に
組
合
員
の
自
覚
協
力

を
願
い
た
い
伊
－

1
2
、
消
費
経
済
自
霜
の
徹
底

　
斯
る
時
こ
そ
お
互
の
力
で
合

理
的
な
消
費
経
済
を
打
ち
立

　
て
改
善
を
期
す
べ
き
で
あ

　
る
。

其
他
各
湘
朽
対
策
を
講
じ
つ
つ

あ
り
ま
す
一
図
自
体
と
し
て
は

災
害
復
旧
事
粟
の
促
進
、
緊
急

融
資
の
獲
得
画
供
米
の
対
策
、

種
子
の
確
保
、
経
済
作
物
の
導

入
等
に
つ
き
目
夜
鷹
心
奔
走
し

て
い
ま
す
ゆ
昭
和
二
十
八
年
北

九
州
地
方
に
於
け
る
風
水
害
に

対
し
て
は
特
別
臨
時
措
置
法
が

公
布
さ
れ
た
の
で
今
回
の
災
害

に
対
し
て
も
同
様
の
取
扱
い
を

陳

情

書

一
、
陳
情
の
要
旨

前
後
四
回
に
亘
る
災
害
復
旧
に
つ
き
急
速
に
萬
全
の
処
置

を
お
願
い
し
た
い
。

一
、
陳
情
の
理
由

八
月
十
七
日
来
四
回
に
亘
り
来
襲
し
た
台
風
は
前
災
害
の

復
旧
さ
れ
ぬ
う
ち
に
引
続
き
襲
来
し
猛
烈
な
強
風
と
雨
量

を
伴
っ
た
た
め
河
川
の
氾
濫
彩
し
く
稲
そ
の
他
農
作
物
は

鳥
有
に
帰
し
道
路
の
決
潰
橋
梁
の
流
失
、
家
屋
の
浸
水
倒

壊
等
　
　
く
　
　
　
　
状
は
全
く
悲
惨
の
一
語
に
尽
き

就
中
　
月
十
二
日
十
三
日
来
襲
の
台
風
十
二
号
は
風
速
五

十
米
で
六
百
余
ミ
リ
の
降
雨
量
を
示
し
河
川
沿
岸
一
帯
濁

流
化
し
護
岸
の
決
壊
、
家
屋
の
浸
水
流
失
等
一
日
そ
の
被

害
の
み
で
一
億
一
千
二
百
八
十
四
篤
四
千
円
に
上
り
本
村

に
お
い
て
未
だ
曽
っ
て
な
い
ぼ
う
大
な
被
害
を
豪
り
台
風
．

第
五
号
被
害
五
千
二
百
八
十
五
方
円
台
風
第
十
三
号
の
被

害
四
千
七
百
四
十
三
万
八
千
円
と
今
次
台
風
第
十
五
号
の

被
害
一
千
八
百
五
万
四
千
円
を
合
せ
る
と
被
害
総
額
は
一
山

億
三
千
百
十
八
万
六
千
円
に
達
し
本
村
の
総
生
産
額
二
億

九
千
万
円
の
七
九
、
七
％
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
け
る
重
な
る
被
害
の
概
況
を
申
し
上
げ
ま
す
と

水
稲
四
百
六
十
町
歩
が
一
面
白
穂
化
し
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
家
屋
の
倒
裏
、
流
失
、
浸
水
甚
し
く
橋
梁
流
失
ニ
ケ

所
道
路
決
壊
三
十
七
ケ
所
護
岸
堤
塘
の
損
竣
三
十
五
ケ
所

用
水
路
の
決
壊
十
八
ケ
所
耕
地
の
流
失
埋
没
十
九
ケ
所
四

十
町
歩
で
あ
り
こ
れ
等
の
関
係
面
積
は
合
計
百
三
十
八
町

歩
に
及
び
こ
の
被
害
に
よ
り
交
通
は
寸
断
さ
れ
昨
日
の
美

田
は
河
原
と
化
し
或
は
灌
概
用
水
を
奪
は
れ
農
民
は
明
日

の
養
耕
を
放
葉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

特
に
生
産
施
設
を
破
壌
さ
れ
た
村
民
の
不
安
と
被
害
に
因

る
村
民
経
済
の
悪
化
は
直
ち
に
村
政
に
反
映
す
る
ζ
と
が

甚
大
で
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ
が
復
旧
は
極
め
て
緊
急
を
要

す
る
の
で
あ
り
ま
す
若
し
そ
れ
こ
れ
が
復
旧
の
遷
延
さ
れ

ん
か
今
後
優
か
の
降
雨
に
も
濁
流
は
氾
濫
し
彼
害
の
益
々

増
大
す
る
を
戦
々
け
う
け
う
と
し
て
傍
観
す
る
の
外
な
い

現
状
に
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
関
係
曇
民
に
於
て
は
挙
っ
て
こ
れ
が
応
急
な
る

復
旧
に
全
力
を
尽
し
て
い
ま
す
が
一
億
五
手
五
百
万
円
に

及
ぶ
農
作
物
被
害
直
後
の
密
雲
に
は
応
急
修
理
さ
え
困
難
．

な
実
情
に
あ
り
ま
す
の
で
私
共
の
ζ
の
惨
状
を
御
賢
察
の

上
災
害
の
復
旧
と
救
済
に
つ
い
て
早
急
に
万
全
の
処
置
を

願
い
度
く
実
情
を
具
し
折
入
っ
て
致
に
陳
情
申
し
上
ぐ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
昭
和
二
十
九
年
十
月
　
　
　
日

暮
韻
無
鑛
蒙
蒜
帯
解

戴
く
様
政
府
並
に
国
会
に
対
し

猛
運
動
申
で
あ
り
ま
す
。

以
上
列
挙
し
た
各
項
は
そ
の
大

風
を
示
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が

こ
れ
を
具
体
化
し
村
民
の
実
生

活
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村

と
村
民
と
が
一
体
と
な
っ
て
復

旧
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考

え
ま
す
。

錬
躰
鞭
襲
臨
駁
働

錺
押
灘
鰻
疑
の
の
灘

に
於
て
更
に
こ
の
麗
し
い
美
風

を
助
長
し
自
主
自
立
お
互
慰
晦

励
ま
し
あ
っ
て
こ
の
窮
地
か
ら

一
日
も
早
く
平
和
な
村
を
建
設

し
た
い
と
念
ず
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

台
風
第
5
．
1
3
．
1
2
．
1
5
号
の

　
　
　
被
害
状
況

台
風
第
5
，
1
3
．
1
2
島
町
災
害
総
括
表
蛍
位
霧
雨
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霧

緊要藻華箋．z
韓
藷
気
庫
　
　
樹
含
量
計
臨
書
む
む
を
災
　
　
む
．
含
害
む
書

備
考
，

台
風
第
5
．
B
，
1
2
1
5
．
号
災
害
調
嘗

類住

被
害
内
訳

大半門流

破壊壊失

中
小
破

床
上
浸
水

床
下
浸
水

小
　
　
計

小床白白大半門流

破壊壊掌

中
小
破

床
上
浸
水

床
下
浸
水計

計

類
被
害
内
訳

簿
轍

麹
中
小
破

亟
小
　
計

計

計

戸
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角
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層
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昌
O
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言
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置
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ｸ
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昌
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￥
M

「
言
忌

　
墨
引
墨

菖
、
ズ
昌

一
嵩
、
窒

金
額
曲

、

備

考

昌
き
当
校
　
「
（
三
坪

昌
き
「

盟
一、

旦

L
隅
、

、
昌
電

一
飛

二
校
　
　
発
（
坪

　
　
　
聰

七
瀬
昌
、
嵩
＝
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幽
　
　
、

‘
　
～
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z
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．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
計

水
陸
雑
甘
そ
果
ラ
桑
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農
作
物
被
審
調
書

台
風
第
ε
．
1
3
噸
重
三
災
害
ケ
所
調
号

－
（
土
木
関
係
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河
川
路
線
名
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耳
川
　
右
岸
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ケ
、
　
　
　
　
、
所

大
　
字
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宇

一
工
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毒

坪
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右
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．
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F
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懸
馬
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臨
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．
　
卵
ノ
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譜
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概
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福
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ミ
「
呂
　
　
〇
六
　
　
〇
〇
　
　
〇

土
　
未
　
災
魯
　
調
　
書

（
単
位
千
円
）

麦
は
適
期
に
「
ま
き
』
ま
し
よ
う

㌔

．

村、
郷

区
　
　
分

猟船簡

{
害
舞
旛
賢
妻
隔
舳
｛
｝
艸
龍
舗

年
間
の
計

ケ
所
鳶

職羅白道驚一

事判事梁路備岸川

忍

刀
　
一
、
（
（

眞
　
　
六
（
O

I

ーー

昌
　
　
量
O
　
一

風

ズ
O

一一

@
『
磐
O

想畢

」
一
〇
　
三
、
四
き
　
　
一
　
　
哺
、
量
O
　
一

I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

昌一●A内

　
1

『
出
欠

　
（
ん
O

　
昌
黒
O

輔
一

1剛
輩

一
　
一
、
一
8

風
O
O
　
　
邑

三
輔六

一
軍
O
　
冤

昌
七
　
刃
、
一
種
　
　
角
　
　
昌
、
詣
亀
　
量

金
　
　
額

一
へ
夷

屋
、
蚕

　
（
告

一、

i
瓢

益

昌
菖
、
奨

レ

ゴ

台
風
第
5
．
1
3
，
1
2
，
1
5
号
災
害
調
書

（
耕
地
関
係
）

橋高邑水頭　地

工

計　　流　　　首
’埋

ﾀ没塘路工
種

数

萬

1謡実斤量 量

1町米痛 単
位

被

害

見

ズ　　　六四臨且、　　　　　　　、　　、　　、　　、

ｬ1書置書暮喬

込
額

農
地
復 備

旧

工
事
ケ

所

考

台
風
第
5
．
1
3
，
1
2
．
1
5
号
林
産
物
被
害
調
嘗
累
計

麦
作
の
「
コ
ツ
」
は
、
一
に
よ
い

種
、
二
に
よ
い
土
、
三
に
適
期

播
種
、
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は

四
回
も
台
風
に
襲
は
れ
て
稲
作

が
且
っ
て
見
た
こ
と
の
な
い
大

被
害
を
受
け
ま
し
た
の
で
麦
作

は
大
増
反
を
行
ふ
と
共
に
上
手

に
栽
培
し
て
食
糧
の
確
保
を
計

り
ま
せ
う
。

　
【
よ
・
い
種
】

◎
適
し
た
種
類
品
種
を
選
ぶ
こ

　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
．

裸
麦
は
小
麦
に
く
ら
べ
湿
度
や

酸
性
に
対
し
て
弱
く
ま
た
養
分

の
吸
収
力
も
弱
い
の
で
肥
地
に

向
き
ま
す
。
そ
れ
で
大
抵
畑
に

小
麦
が
水
田
に
は
裸
麦
が
多
く

作
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

品
種
は
地
力
や
前
後
作
、
収
穫

期
等
を
考
え
合
せ
現
在
奨
励
さ

れ
て
い
る
農
林
六
〇
号
、
濠
林

三
六
号
、
魁
、
早
取
裸
、
三
月

裸
一
号
、
佐
賀
大
粒
二
号
、
宮

崎
裸
、
ネ
ジ
レ
ニ
号
等
の
内
か

ら
自
分
の
経
営
に
最
も
適
し
た

も
の
を
選
び
病
害
虫
等
の
被
害

を
さ
け
る
た
め
に
稲
と
同
様
に

蜘
つ
か
の
品
種
を
組
合
せ
て
栽

培
す
る
よ
う
に
し
ま
せ
う
。

O
種
子
の
塩
水
選
を
行
ふ
こ
と

裸
麦
も
小
麦
も
ボ
ー
メ
比
璽
一

、
二
位
即
ち
水
一
斗
に
塩
四
一

五
升
又
は
水
一
斗
に
木
灰
一
斗

位
を
入
れ
卵
が
浮
ぶ
位
の
液
で

良
い
種
を
選
び
ま
せ
う
。

　
O
種
子
消
毒
を
云
ふ
こ
と

ウ
ス
プ
ル
ン
又
は
メ
ル
ク
ロ
ン

を
水
一
斗
に
五
匁
の
割
合
で
溶

か
し
た
液
の
中
に
乾
い
た
下
種

櫨撫千歯幽

、

を
袋
か
ザ
ル
に
入
れ
て
三
〇
分

乃
至
一
時
間
浸
す
。
薬
を
溶
す

と
き
金
属
製
の
器
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
せ
う
。

　
O
播
種
量

肥
沃
地
や
施
肥
量
の
多
い
土
地

は
ウ
ス
マ
キ
に
し
て
反
当
三
升

乃
至
四
升
が
標
準
で
す
が
や
せ

地
や
施
肥
量
の
少
い
場
合
や
種

子
の
質
が
よ
く
な
い
場
合
は
少

し
播
種
量
を
増
す
ご
乏
が
よ
い

◎
均
播

ム
ラ
の
な
い
よ
う
に
ま
き
ま
せ

，
つ　
【
よ
い
土
】

　
◎
酸
性
土
壌
の
改
良

麦
類
は
一
般
に
酸
性
に
弱
く
特

に
裸
麦
は
弱
い
の
で
麦
作
に
は

酸
性
土
壊
の
改
良
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
畑
地
で
は
反
当

二
〇
貫
位
を
施
す
よ
う
に
し
ま

せ
う
。

　
◎
麦
は
肥
料
で
作
れ

麦
は
肥
料
効
果
の
著
し
い
作
物

で
硫
安
等
を
施
す
と
す
ぐ
葉
の

色
が
よ
く
な
り
効
き
め
が
目
に

見
え
る
の
で
一
般
に
窒
素
を
多

く
施
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
で
は
病
虫
害
な
ど
の
災
害
に

対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
な
り
ま

す
か
ら
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
を

麦
が
必
要
と
す
る
割
合
に
施
す

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
土
地
で
窒
素
一
〇

に
対
し
燐
酸
五
、
加
里
八
、
位

が
よ
い
よ
う
で
す
。

　
施
肥
の
例
　
反
当

尿
素
一
貫
五
〇
〇
匁
（
硝
安

な
ら
二
貫
壇
上
な
ら
二
貫
七

f㌦←・i賊卿馬▼F
9・伊ゲ」・》璽¢

1　†

．第33号

種
　
　
類

立
　
　
木

木
炭
流
失

木
炭
損
傷

木
炭
減
収

見
　
　
込

椎
茸
滑
三

二
茸
減
収

見
　
　
込

製
材
流
失

造
林
地

被
害
量

単
位

　
杢
六
石

　
吾
O
俵

蕊
、
言
O
　
〃

葦
、
吾
O一

8

罵
O
O

昊
O茜

〃石貫飛石

被
害
　
額

、ノr

予
円
四
実

三
〇

発
O

霊
O

6
0幽

8

き
O履

き

冨
類

立
　
　
竹

素
材
流
失

木
材
生
産

減
収
見
込

木
炭
原
木

薪
炭
原
木

苗
　
　
畑

計

被
害
量き

O
穴
O

量
O

一、

p
O

昌
、
昌
さ

　
六
8

単
位石束〃〃坪〃

被
　
害
　
額

六竃
四
七

§
幽一

三
一
内

濫
、
昌
邑

’

　
　
、

’
徳

惨だんたる下村（福音）の畑
　　　（流失と埋没）

ρ
　
　
，

嘲

O
O
匁
）

溶
成
燐
肥

塩
化
加
里

追

肥堆石

　肥灰

八
貫一
貫
　
（
木
灰

の
場
合
八
貫
）

二
〇
貫

三
〇
〇
貫

下
肥
一
五
〇
貫
～
一
八
○
貫
を

二
回
目
分
目
「
注
」
な
る
べ
く
硫

安
等
の
よ
う
に
硫
酸
痕
の
残
る

肥
料
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

せ
う
。

　
◎
堆
肥
を
十
分
に

施
肥
の
例
に
示
し
た
よ
う
に
堆

肥
は
三
〇
〇
貫
位
施
し
た
い
も

の
で
す
。
堆
肥
は
金
肥
と
ち
が

い
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
の
三
成

分
を
全
部
含
ん
で
い
る
上
に
地

力
増
進
に
一
番
大
切
な
有
機
質

を
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
O
排
水
に
注
意
す
る
こ
と

麦
は
湿
気
に
強
い
作
物
で
は
な

い
の
で
排
水
が
悪
く
根
が
水
に

浸
っ
て
い
る
と
伸
び
が
悪
い
ば

か
り
で
な
く
伸
び
た
根
も
傷
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
播
種
当

時
に
水
分
が
多
い
と
種
が
二
つ

台風十五号猛威のあと

　（家畜市場の惨状）

，

て
し
ま
い
、
施
し
た
肥
料
の
分

解
も
悪
く
効
き
め
が
あ
り
ま
せ

ん
。　
【
適
期
播
種
】

　
◎
播
種
適
期

鎌
柄
峠
以
西
及
群
々
十
一
月
上

旬
i
申
旬
そ
の
他
の
地
域
は
十

一
月
中
旬
－
下
旬

　
◎
播
種
適
期
を
逃
さ
ぬ
こ
と

播
種
が
遅
れ
る
と
発
芽
も
更
に

遅
れ
ま
す
。
麦
は
摂
氏
二
五
度

で
は
一
昼
夜
で
芽
を
切
り
ま
す

が
一
五
度
で
は
二
昼
夜
一
〇
度

で
は
四
畳
夜
も
か
か
る
の
で
播

種
適
期
を
逃
す
と
発
茅
に
長
い

日
数
を
要
し
、
生
育
が
遅
れ
て

来
ま
す
。

　
◎
適
期
播
種
は
増
収
の
カ
ギ

麦
の
収
量
は
穂
の
数
と
穂
の
重

さ
で
き
ま
り
ま
す
。
播
種
期
が

遅
れ
る
と
穂
の
数
も
少
く
穂
の

大
き
さ
も
小
さ
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
余
り
早
く
播
種
し
て
も

年
内
に
穂
が
出
た
り
し
て
却
っ

て
減
収
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
必
ず
播
種
適
期
を
守

る
よ
う
に
し
ま
せ
う
。

本
年
の
食
糧
需
給

　
　
対
策
を
考
え
ま
し
よ
う

　
秋
冬
作
の
増
産

今
年
は
台
風
が
四
回
も
襲
釆
し

て
大
変
な
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
中
で
も
稲
作
の
被
害
は
最
も

激
し
く
収
穫
皆
無
の
田
も
た
く

さ
ん
で
き
て
米
作
は
大
変
な
打

げ
き
を
受
け
ま
し
た
の
で
人
に

よ
り
ち
が
い
は
あ
り
ま
す
が
東

郷
村
全
体
と
し
て
は
米
作
農
家

の
皆
さ
ん
の
飯
米
保
有
が
三
月

頃
に
は
無
く
な
り
そ
う
で
す
。

濃
業
を
営
み
な
が
ら
三
月
頃
に

は
主
食
の
配
給
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
経
済
上
大

　
の
き
な
負
担
と
な
り
増
産
に
も
多

大
な
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
秋
冬
作
の
作
付

を
大
巾
に
増
反
し
て
混
食
や
代

用
食
に
向
く
麦
類
や
馬
鈴
薯
、

碗
豆
、
蚕
豆
、
菜
種
等
を
作
り

ま
せ
う
。

村
と
し
て
も
九
月
十
六
日
臨
時

村
議
会
を
二
十
日
に
は
最
業
委

員
会
を
二
十
五
日
に
は
村
議
会

特
別
委
員
会
を
開
い
て
災
害
対

策
に
つ
き
検
討
し
て
食
糧
需
給

に
つ
い
て
は

　
麦
　
類
　
五
五
町
六
六
〇
石

馬
鈴
薯
　
一
滋
町

　
　
　
　
　
六
〇
、
O
O
O
貫

　
碗
豆
　
一
五
町
生
戸
八
0
石

蚕
豆
七
湿
生
C
七
〇
石

イ

’

を
増
反
し
甘
藷
の
不
足
し
て
、
い

る
家
庭
の
た
め
に
販
売
用
甘
藷

約
一
二
万
貫
を
村
内
に
保
留
し

て
一
〇
〇
日
以
上
喰
延
ば
し
を

計
画
し
て
九
月
二
十
九
日
生
産

組
合
長
長
業
委
員
合
同
協
議
会

を
開
催
し
て
各
組
合
別
に
最
低

聖
　
斧

隔

凪

増
産
目
標
を
示
し
そ
れ
以
上
の

増
産
を
計
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
秋
冬
作
の
作
付
期
を
前
に

し
て
増
産
に
支
障
の
な
い
よ
う
．

に
準
備
し
て
食
糧
の
需
給
が
円

滑
に
い
く
よ
う
努
め
ま
せ
う
。

濁水に洗われた

　　　叉江野の町

災
害
復
旧
に
通
ず
る
道

復
旧
の
道
、
そ
れ
は
数
々
あ
り

ま
し
て
ど
れ
も
大
事
な
道
で
あ

り
ま
す
が
「
家
庭
生
活
の
合
理

化
「
社
会
生
口
の
簡
素
化
」
を
は

か
っ
て
消
費
節
約
、
冗
費
の
節

約
に
つ
と
め
る
こ
と
も
又
復
旧

え
の
大
事
な
一
つ
の
道
で
あ
り

ま
す
。

　
家
庭
生
活
の
合
理
化

日
々
の
家
庭
生
活
の
う
ち
特
に

食
生
活
が
一
家
の
収
入
の
過
半

の
額
を
消
費
し
て
い
る
現
状
に

あ
っ
て
は
こ
れ
が
合
理
化
を
は

か
る
こ
と
は
物
、
金
上
の
節
約

の
上
に
大
き
な
役
割
を
果
す
の

で
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
の
食
生

活
を
担
当
さ
れ
る
主
婦
の
方
は

よ
く
研
究
工
夫
さ
れ
て
食
生
活

の
合
川
化
を
は
か
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

本
年
度
本
村
の
米
の
収
穫
高
は

例
年
の
五
分
の
一
に
も
満
た
ぬ

状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
代
用
食

の
研
究
匿
混
食
の
実
践
に
そ
の

御
食
生
活
の
全
般
に
亘
り
一
大

改
善
を
計
っ
て
い
た
だ
き
た
い

か
つ
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
破

れ
た
ド
イ
ツ
婦
人
は
「
吾
等
の

台
所
は
ベ
ル
リ
ン
に
通
ず
」
の

　
　
　
　
ロ

標
語
の
下
に
家
庭
生
活
の
合
理

化
を
は
か
り
祖
国
再
建
に
遮
進

し
ま
し
た
。
台
風
禍
の
た
め
非

常
時
に
遭
遇
し
た
本
村
婦
人
は

「
吾
等
の
台
所
は
村
復
興
え
通

ず
」
の
標
語
の
下
に
吾
等
の
村

の
復
興
に
つ
と
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
社
会
生
活
の
簡
素
化

社
会
生
活
を
お
互
が
す
る
上
で

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
先
づ
第
一
に

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
冠
婚
葬
祭

の
改
善
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

結
婚
式
の
簡
素
化
こ
そ
は
本
村

に
と
っ
て
は
最
も
必
要
な
こ
と

が
ら
で
あ
り
ま
す
。

昔
は
「
嫁
入
り
娘
が
三
人
居
れ

ば
身
代
が
つ
ぶ
れ
る
」
と
い
っ

て
い
ま
す
が
現
代
は
三
人
い
な

く
と
も
身
代
が
つ
ぶ
れ
る
目
に

あ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
な

の
に
今
な
お
こ
れ
が
改
め
ら
れ

一面の泥海と化した

　　＼　診療所附近
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送
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
の

で
あ
り
ま
す
「
節
供
」
「
中
元
」

「
お
祭
≒
歳
暮
」
「
年
始
」
そ
の
他

行
事
に
つ
な
が
る
贈
答
品
に
し

て
も
無
意
味
に
近
い
こ
と
を
単

な
る
慣
習
と
し
て
行
っ
て
い

こ
と
が
あ
り
は
し
な
い
で
せ
う

か
冠
婚
葬
祭
の
招
待
に
し
て
も

百
年
一
日
の
姿
が
あ
り
は
し
な

い
で
せ
う
か
、
こ
れ
等
の
こ
と

に
よ
っ
て
却
っ
て
お
互
の
社
会

生
活
を
不
明
朗
化
し
繁
雑
化
し

て
い
ら
ぬ
気
嫌
ね
や
金
曳
の
徒

費
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
り
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

す
。
わ
が
村
に
と
っ
て
は
乾
坤

一
榔
の
今
年
こ
そ
こ
う
し
た
面

の
改
革
も
断
行
し
て
い
た
だ
き

復
旧
え
の
道
を
歩
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

編
集
後
記

口
相
つ
ぐ
台
風
禍
に
色
々
被
災

　
の
こ
と
と
深
く
御
見
舞
申
し

　
ま
す
。

口
延
岡
藩
史
に
よ
る
と
文
化
十

　
年
八
月
に
大
供
水
が
あ
り
文

　
政
十
一
年
七
月
に
も
あ
っ
て

　
藩
内
に
大
被
害
を
与
え
ま
し

　
た
。
藩
主
は
直
ち
に
「
ふ
れ
」

　
を
出
し
て
こ
れ
が
復
旧
に
つ

　
と
め
て
い
ま
す
が
、
現
代
は

　
命
令
者
は
誰
れ
も
い
な
い
。

　
お
互
の
愛
村
の
熱
情
に
よ
つ

　
て
復
旧
に
つ
と
め
る
外
に
道

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
今
こ
そ
東
郷
村
民
の
底
力
を

　
あ
ら
は
し
て
復
旧
に
つ
と
め

　
豊
か
な
東
郷
村
の
再
建
に
つ

　
と
め
ま
し
よ
う
。

口
十
月
号
は
災
害
対
策
号
と
し

　
ま
し
た
。
こ
の
村
高
を
一
読

　
下
さ
い
ま
し
て
本
村
の
太
被

　
害
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
雛

　
村
一
致
復
旧
の
道
に
並
進
し

　
　
　
　
ら

　
ま
し
よ
う
。
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